
令和７年度 学校関係者評価実施報告書 

令和８年３月 

学校法人青森愛育学園  

認定こども園愛育幼稚園 

 

１. 本園の教育目標      素直に話せる子   元気に遊べる子   思いやりのある子   

 

２. 本年度取り組む重点目標 『子どものウェルビーイングを叶える環境づくり』 

昨年度の取組、よりよい育ちを目指した環境づくり『安心、多様性、遊びや活動の継続性、試行錯誤、子ど

もと保育者が共に創造するオープンエンド』を引き続き大切にしながら、子どものウェルビーイングのため

に家庭との連携を深め、子ども一人一人の心身の健康や幸せとは何かについて考える。 

 

３．評価項目『子どもを取り巻く様々な環境の「質」に着目した園内研修の実施と家庭との連携』 

 

４．重点目標の達成にあたり、保育者が取り組むべき活動の段階を示した「取組指標」と、取り組みの実践に 

より、子どもたちや教員に成果として見えてくるであろう姿の段階を示した「成果指標」について 

指標と成果 具体的な内容 

取組指標① 
幼稚園教育要領を踏まえて子ども一人一人の内面の理解に努め、１～２ヶ月に１回作成する個人

記録をもとに、子どもの育ちについて家庭と共通理解を図る。 

成果指標① 
家庭とのより良い関係性が構築され、共に子どもの成長を実感したり、保護者が子どもの姿を

前向きに捉え、園と共通認識をもって成長を支えられるようになる。 

成  果① 

個人記録は家庭にとっての安心であり保育者にとっては子ども理解。対話では得られない子ども

の表情や保育者の視点で丁寧に綴られる育ちにより、自分の子が大切にされている実感から深い

信頼関係の構築につながっている。様々なアンケートから、家庭において子どもの今の姿を肯定

的に受け止めていることや課題についても明確にされていることから、子どもを愛情深く育てる

意識が高く、家庭教育と園の教育・保育を通して子どもがより良く育つことを共有できている。 

 

取組指標② 子どもに関係する掲示や展示について、生活・遊びの安定や自立、充実に結びつくよう取り組む。 

成果指標② 
子どもは主体的に学びを獲得し、個々の発達や成長につながると共に、自分の力を発揮して自信

をもって行動できるようになる。 

成  果② 

子どもの遊び、興味関心を捉えたものやその先の展開につながるもの。個々の発達や育ちに合わ

せた身辺自立につながるもの等写真やイラストの掲示を充実したことで、子どもが主体的に楽し

く環境に関わり、個々の成長だけでなく子ども同士の対話や学び合いにも効果的であった。 

 

取組指標③ 
「保育環境評価スケール」を活用し、サブスケールの項目から具体的な評価項目を選定し、園の

環境について１ヶ月に１回あるいは学期ごとに評価のまとめを作成する。 

成果指標③ 
一つ一つの環境を定期的に評価することで、教職員が「環境の質」への意識・理解を深め、より

良い実践に努めるようになる。 

成  果③ 
１，２学期は取り掛かれず３学期の課題となる。評価項目としては「遊びと学びのための室内構

成」、「子どもに関係する展示」、「自由遊び」以上について評定し次年度の報告とする。 

 

５.総合的な評価結果 

評価 理  由 

Ｂ 

子どものウェルビーイングを目指し２年目の環境を考える今年度は『質』に着目し、主体的に学ぶ子ども

の為の工夫に取り組んできたが、１年を通して安定的な取組は難しく行事との兼ね合いが課題となった。 

昨年度から継続する幼稚園教育要領を踏まえた子どもの姿の振り返りと共有については、ただ共有するの

ではなく、子ども一人一人に関わる保育者の姿について具体的な留意点や考慮すべきことを考え合い、他

者の意見を受け止めながら充実した語り合いに向けていきたい。 

家庭のアンケートから、園が目指している子ども像や教育・保育については理解を頂いているように思う

が、家庭と園が互いにより良い関係性を目指すことが子どものウェルビーイングにつながることを思いな

がら今後も意識的に努めていきたい。 

評価（A…十分に成果があった B…成果があった C…少し成果があった D…成果がなかった） 

 


